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女子学生の体温測定について
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　目的　体温は健康状態を知る指標の一つとして、日常広く活用されている重要な因子で

ある。また、体温計が家庭に常備されている割合も高く、近年は水銀に代り電子体温計も

普及している。しかし、体温測定部位や測定時間、体温計の種類による差異等、家庭での

測定に対する問題点も種々指摘されている。私共も日頃学生が、体温についての関心が高

いのに、測定に対する基本的な認識が甚だ曖昧で、また測定方法も誤りの多いことを感じ

ている。そこでこれらの点を指導しながら、水銀体温計で平常体温の測定を行ったので、

その結果について報告する。

　方法　平型水銀体温計を用い、19～21才の健康な女子学生の肢鳥温と口腔温を測定した

。なお、被験者の月経周期は特に考慮しなかった。測定期間は1989年から92年までの、４

～７月と10～12月である。測定時間はいずれの期も午前11時から午後３時までの間であり

、食後３時間経過後とした。測定場所は実験室に統一した。姿勢は椅座位での安静状態、

着衣は特に限定しなかった。体温計保持後１分毎に20分までの経過を観察した。

　結果　被験者702名の平衡温に達した時の体温計示度は、肢折温36.89±0. 34℃、口腔温

37.11*0. 28℃であった。また、平衡温に達するに要した時間は、肢南温13' 03*4' of、口腔

温1が3絢/53そあったo 駿馬温と口腔温の差は、平衡温は口腔温が0.22'X:高くヽ平衡温に

達するまでの時間は、肢鳥温が２分29秒多く要した。アンケートによる家庭での駿馬温測

定時間は、４分56秒であった。また、体温計が家庭に常備されている割合は、99.2％であ

った。

2Ca-2 　　　　　　高齢者の食生活一世帯構成別栄養摂取および生活活動の状況

　　　　　　慰U学皿○販工和代　　四四菅瀬君子　柿田めぐみ

　　　　　　名古屋市立女短大葡工祥允

目的高齢者の健康は本人や家族ばかり力ヽ、社会的にも重要な関心事の１つである。近

　年の高齢者の生活スタイルには様々な形態があるが、わか国では、施設生活者を除けば、

　独居形態、老夫婦のみ一世代生活形態、複合家族すなわち三世代生活形態がほとんどを占

　める。その生活形態の相違が食物摂取や健康と関係があるのかどうかはあまり知られてい

　ない。そこで、上記形態別にlo歳以上の高齢者を対象に食物摂取調査と健康と生活に関す

　る聞き取り調査を実施した。

　　方法食物摂取調査は、実測法を用い、栄養素の算出には四訂日本食品標準成分表とそ

　の別表および食物繊維成分表（地方衛生研究所編）を用いた。調査期間は平成３年９月内

　の連続3日間である。健康と生活に関する調査は調査大項目25について面接聞き取り調

　査を実施した。対象者は、筒綺市在住のlo歳以上の高齢者を住民台帳より独居形態（ＬＡ

　グループ）、老夫婦のみの一世代（LSグループ）、三世代生活形態（ＬＦグループ）別

　に計140人抽出し、手紙で協力を依頼した。協力者は男性43名、女性46名の計89

　人で応答率は　６ 3. 6％である。平均年齢は男性78歳、女性77歳である。

　　結果LAグループならびにLSグループの男性に都会育ち力侈かった。生活を楽しみ

　たいという意欲はＬＡグループに強かった力戈、自分が健康で活動的だと考えているのはＬ

　Ｓグループの男性とLFグループの女性に多く、LFグループの女性が非活動的であった。

　栄養摂取量では、全グループともCaとFeが不足はしていた力工、そのなかでバランスの

　最もとれていたのはLSグループであった。
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